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喜多方建設事務所管内建設工事

安全推進協議会事務局
tel:0241-24-5724（河川砂防課加藤）

1.建設工事安全対策重点計画書とは？
あまり聞いたことが無いコトバだと思います。（県発注者を除く）

労働災害ゼロを目指し、スローガンや具体的な取り組みを定め、工事現場

の安全を確保するための計画書です。

協議会では、この計画に基づいた活動を推進してまいります。

来年度のスローガンは、上記⑥の標語募集した中で、最優秀に選ばれた

作品を採用しますので、多数のご応募待ってます！！

【喜多方建設事務所】

１．令和２年度のスローガン

２．具体的な取り組み内容
①抜き打ち安全パトロールの実施
（課長以上により年４回実施、労働安全コンサルタントの指導）

②官民合同安全パトロールの実施
（発注者と受注者に労働基準監督署を含めた３者合同パト）

③労働安全講習会の開催（年１回開催）
④現場工程会議の開催
（月１の現場工程会議において、課長等が現場の安全確認）

⑤情報発信の強化
（定期的に、労働安全に係るニューズレター等による情報発信）

⑥労働災害防止に関する標語の募集
（全ての工事関係者へ安全意識の啓発）



２.死亡労働災害防止に向けた緊急要請！！
令和２年４月２０日、福島労働局より以下のとおり発表があり、県に対し

ては建設業に対する安全衛生対策の更なる推進、建設業労働災害防止協会福

島県支部に対しては緊急要請の文書が発出されました。

内容は、令和２年１～４月１６日までの速報値として、労働災害による死

亡者が過去１０年で最多の１３人に達したことから、４月２０日から

８月３１日までの期間を「緊急労働災害防止対策実施期間」と定め、更な

る安全対策の徹底を図り、労働災害を防止するものです。

３.安全講習会の振り返り（第２回）
昨年12月19日に開催した安全講習会における、労働安全コンサルタントの

湯田さんの講義内容を振り返ります。

第２回目は、「ＡＫＨ運動」です。アイドルではありません。

「（Ａ）あぶないと（Ｋ）気づいたら（Ｈ）報告しよう」運動です。

湯田さんは、ヒヤリハットの発展型としていますが、

常に「あれっ？」という感覚をもって、異常が発生することに対して

アンテナを高くし、発見した場合は勇気を持って報告しましょう！
とのことでした。

皆様も、ぜひ現場で実践し、労働災害防止に努めて下さい。

要請文書の中では建設業の取組として、次の４項

目が掲げられていますので、改めて現場毎に注

意、徹底を図りましょう。

ア 三大災害（墜落・土砂崩壊・重機）、
特に墜落防止対策の徹底

イ 工事現場の安全管理体制、安全点検
体制の確立、整備

ウ 熱中症予防対策の徹底
エ 高年齢労働者に対する安全確保対策

の徹底

建設業での事故

が多いと指摘さ

れています！！


